
12月から夜間相談（17:00以降）、土曜、日曜相談はご相
談料が有料となります。
12月から夜間相談（17:00以降）、土曜、日曜相談はご相談料が有料となります。
ご相談料金：30分5,000円+消費税

なお平日の午前、受け付け時間が16時までのご相談は、今まで通り、初回相談、30分間無料です。

ご予約はお電話にて受け付けておりますので、お気軽にお問い合わせ下さい。
048-862-0355　

 

 

１１／１１「生活保護基準引下げ」についての相談会
日時：１１月１１日（日）１０時～２０時
場所：埼玉総合法律事務所３階会議室
対応：弁護士、社会福祉士等
費用：無料
主催：反貧困ネットワーク埼玉

１０月から生活保護が引き下げられました。今後、３年間、毎年、引下げが続きます。
私たちは、この引下げに反対し、全国規模で、集団で審査請求（不服申立て）の申立てを行います。
２０１３年の引下げのときには、全国で、１万人以上の方が、集団審査請求に参加され、今回も、できる限り多くの方に参加いただくこと
を目指しています。
審査請求の手続は、弁護士が代理人になって行いますので、体調等ご心配の方でも大丈夫です。

相談日当日は、弁護士や社会福祉士が無料で相談にのります。
生活についてのお困りごとも、合わせて、ご相談ください。
お菓子やお茶をご用意しておりますので、是非気軽にご参加ください。

https://saitamasogo.jp/archives/74365
https://saitamasogo.jp/archives/74365
https://saitamasogo.jp/archives/74318


（持参いただくもの）
①　９月に（多くの方は下旬ころ）、役所から届いた「保護変更決定通知書」
②　印鑑（三文判でも大丈夫です。）

（当日、お越しになれない方）
審査請求の期限がありますので、会場までお越しいただけると幸いです。
当日、お越しいただくのが難しい場合は、下記電話番号で、電話相談が可能です。お気軽にご相談ください。
電話番号　０７０－６６５３－４１０４

【問い合わせ先】
〒３３０－００６４
さいたま市浦和区岸町７丁目１２番１号　東和ビル４階　埼玉総合法律事務所
電　話０４８（８６２）０３５５　　ＦＡＸ０４８（８６６）０４２５
弁護士　猪　　股　　　正

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/11/0cb93c47c9daaf55e7bdc9adde950c82.jpg


11/30（金）シンポジウム「普遍主義の国、スウェーデンに
学ぶ」（日弁連主催）のお知らせ
日弁連主催のスウェーデン・シンポジウムのお知らせです。

スウェーデンでは、高等教育に至るまで教育の無償化、児童手当をはじめとする手厚い家族給付など、所得の多寡などによって対象者を選
別しない普遍主義が重視されており、高い税負担を多くの国民が支持しています。政府の債務は少なく、出生率は高く、投票率は80％を
超えています。

本シンポジウムでは日本とは対照的な状況にあるスウェーデンに学び、社会保障充実の方策を考えます。ぜひご参加ください。

●報告
「日弁連スウェーデン調査報告」
・久野 由詠 弁護士（日弁連スウェーデン調査参加者）

●講演
「福祉国家スウェーデンの生成とその特質について」
・訓覇 法子 氏(日本福祉大学福祉経営学部元教授)

●パネルディスカッション
【パネリスト】
・訓覇 法子 氏(日本福祉大学福祉経営学部元教授)
・高端 正幸 氏(埼玉大学大学院人文社会科学研究科准教授)
・両角 達平 氏(文教大学研究員)
・宇都宮 健児 弁護士（日弁連元会長）

【コーディネーター】
・猪股 正 弁護士（日弁連貧困問題対策本部副本部長）

 

◆日時
２０１８年１１月３０日（金）１８：００～２０：３０（開場１７：４０（予定））

◆会場
弁護士会館１７階１７０１会議室←クリックすると地図が出ます。
（千代田区霞が関１－１－３　地下鉄丸の内線・日比谷線・千代田線　「霞ヶ関駅」Ｂ1-b出口直結）

https://saitamasogo.jp/archives/74308
https://saitamasogo.jp/archives/74308
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://www.nichibenren.or.jp/jfba_info/organization/map.html


◆参加費
無料・事前申込不要

◆主催
日本弁護士連合会

◆お問い合わせ
日本弁護士連合会　人権部人権第一課
ＴＥＬ　０３－３５８０－９５０１

 

https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2018/181130.html


ちらしはこちら⇒シンポジウム「普遍主義の国、スウェーデンに学ぶ」

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/10/dbe00a26d667a8af9b55b796959f886e.png
https://www.nichibenren.or.jp/library/ja/event/data/2018/event_181130.pdf


11/18（日）埼玉奨学金問題ネットワーク５周年記念シンポ
ジウム「大学無償化について考える」のお知らせ
昨年、我が国で初めて大学に進学する生徒のための公的な給付型奨学金が実施されました。これまで公的な奨学金は返済が必要な貸与型し
かなかったことを考えれば大きな前進といえます。
しかし、我が国の大学進学については依然として「大学の学費が高すぎる」という大きな問題があります。諸外国では大学の学費が無償の
国も多数あります。
今回のシンポジウムでは、日本の大学学費がなぜ高いのか、無償化する意味はあるのか、無償化することは現実に可能かなどについてみな
さんと考えていきたいと思います。

 

【プログラム】
●基調講演
東京工業大学名誉教授　矢野　眞和氏

●取組報告
仲野　研氏(県立高校教諭)
伊藤　稔氏(埼玉県労働組合連合会議長)
岩重　佳治氏(弁護士、奨学金問題対策全国会議事務局長)

●当ネットワーク活動報告

 

◆日時
２０１８年１１月１８日（日）１３時３０分～１６時３０分（開場１３時～）

◆会場
ときわ会館　中ホール←クリックすると地図が出ます。

◆参加費
無料・事前申込不要

◆主催

https://saitamasogo.jp/archives/74276
https://saitamasogo.jp/archives/74276
http://www.tokiwakaikan.or.jp/facilities/index.html


埼玉奨学金問題ネットワーク

◆後援
奨学金問題対策全国会議
一般社団法人埼玉県労働者福祉協議会

◆お問い合わせ
〒３３０－００６４
さいたま市浦和区岸町７－１２－１東和ビル４階　埼玉総合法律事務所内
ＴＥＬ:０４８－８６２－０３４２　ＦＡＸ：０４８－８６６－０４２５
埼玉奨学金問題ネットワーク　事務局長　弁護士　鴨田譲

 

http://saitama.syogakukin.net/
http://syogakukin.zenkokukaigi.net/
http://saitama.rofuku.net/
http://saitama.syogakukin.net/


 

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/10/2018.10.24.160432.jpg


ちらしはこちら⇒埼玉奨学金問題ネットワーク５周年記念シンポジウム「大学無償化について考える」

11/26（月）１１・２６オール埼玉総行動のお知らせ
●１８時　オープニングステージ　川口まゆみさん

●１８時３０分　開式　ゲストスピーチ・リレートーク
ゲストスピーカー　山口二郎さん

◆日時
２０１８年１１月２６日（月）１８時３０分～１９時３０分

◆会場
大宮駅西口

◆主催
「安保関連法」廃止！集団的自衛権行使容認「閣議決定」撤回を求めるオール埼玉総行動実行委員会
（１０５団体、２５個人、１０３人のよびかけ人、２７人の賛同者）

◆共催
１５地域連絡会／安保法制廃止・立憲主義回復をめざすオール一区連絡会、政治転換を追及する川口市民連合、オール３区（越谷・草加）
連絡会、市民が野党をつなぐ埼玉４区の会、安保法制廃止、立憲主義回復をめざす５区市民連合、市民が野党をつなぐ埼玉６区連絡会、安
保法制廃止・立憲主義回復をめざす川越・富士見・ふじみ野連絡会（オール７区）、野党共闘をめざす８区市民の会、アベ政治はイヤだ！
野党共闘・市民連絡会（９区連絡会）、オール１０区市民の会、オール１１区市民の会、安保法制を廃止し、立憲主義を回復するオール
１２区の会、立憲主義をとりもどす１３区市民の会、安保法制廃止・立憲主義回復をめざすオール１４区連絡会、安保法制を廃止し、立憲
主義を回復する１５区市民の会

◆協賛団体
安保関連法に反対するママの会＠埼玉、安保関連法に反対する高校生・大学生の会ＶＩＰ埼玉、立憲デモクラシーを守る大学人の会＠埼玉、
戦争ゆるさない女性のレッドアクションｉｎさいたま、九条の会埼玉県連絡会

◆後援
埼玉弁護士会、連合埼玉（日本労働組合総連合会埼玉県連合会）、埼労連（埼玉県労働組合連合会）

 

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/10/b2aff8e9e5ed1be738594340239b0dd3.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/74260
https://www.google.co.jp/maps/place/%E5%A4%A7%E5%AE%AE%E9%A7%85%E8%A5%BF%E5%8F%A3/@35.90513,139.6199113,17z/data=!3m1!4b1!4m5!3m4!1s0x6018c142ffaaca77:0xdc0b99934dba799b!8m2!3d35.90513!4d139.6221?hl=ja
https://all-saitama.jimdo.com/


◆お問い合わせ
・さいたま市浦和区高砂３－３７－５　埼玉社会文化会館３階
ＴＥＬ：０４８－８２５－９８９８
・さいたま市大宮区桜木町４－２４４－２　ブラザービル３階　小出重義法律事務所
ＴＥＬ：０４８－６４７－１２２２
・さいたま市浦和区高砂２－３－１０　黒澤ビル２Ｄ
ＴＥＬ：０４８－８１４－１９１１



 

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/10/2018.10.23.112212.jpg


 

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/10/2018.10.23.112212-2.jpg


ちらしはこちら⇒１１・２６オール埼玉総行動

11/22（木）過労死等防止対策推進シンポジウムのお知らせ
近年、働き過ぎやパワーハラスメント等の労働問題によって多くの方の尊い命や心身の健康が損なわれ深刻な社会問題となっています。
本シンポジウムでは有識者や過労死をされた方のご遺族にもご登壇をいただき、過労死等の現状や課題、防止対策について探ります。

【プログラム】
●埼玉労働局からの現状報告

●講演
「防止対策からの転換期「過労死ゼロ」の社会へ　～健康経営で推進するこれからの健康施策～」
重山三香子氏（ウェルネス・コミュニケーションズ株式会社　精神保健福祉士）

●企業による事例報告

●家族の会体験談

 

◆日時
２０１８年１１月２２日（木）１４時～１７時（受付１３時～）

◆会場
さいたま市民会館うらわ　ホール←クリックすると地図が出ます。

◆参加費
無料・事前申込必要
※お申し込みはＷｅｂまたはＦＡＸ（ＦＡＸ番号：０３－６２６４－６４４５）でお願いします。
※参加申込書はこちらです。

◆主催
厚生労働省

◆後援
埼玉県

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/10/6da3e678bbf66b3fd6c6505457ac7207.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/74248
http://www.saitama-culture.jp/urawa/access.html
https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/02/
https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/pdf/saitama.pdf
https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/


埼玉弁護士会（予定）

◆お問い合わせ
厚生労働省シンポジウム事業受託事業者　（株）プロセスユニーク
専用フリーダイヤル　０１２０－０５３－００６（月～金：９時～１７時３０分）

 



 

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/10/ilovepdf_com.jpg


 

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/10/ilovepdf_com-1.jpg


ちらしはこちら⇒過労死等防止対策推進シンポジウム

11/17シンポジウム「 生活困窮者支援～地域力を高める方
策とよりそいホットラインの役割」
どなたでも参加できます（参加費無料・事前申込不要）。
地域の力を高める方策を一緒に考えましょう。是非、ご参加ください。

【日時・場所】
日　時　　平成３０年１１月１７日（土）13:00～16:20　
会　場　　埼玉県教育会館２階　さいたま市浦和区高砂3-12-24

【内　容】

■「よりそいホットライン平成２９年度事業報告」
　　　　　一般社団法人社会的包摂サポートセンター　事務局長　遠藤智子
■講演「生活困窮者の現状と地域における支援を考える」
　　　　　元日弁連会長　弁護士　宇都宮健児
■報告「埼玉県の生活困窮者支援事業の現状」（仮）
　　　　　埼玉県福祉部社会福祉課　医療保護・生活困窮者支援担当
■パネルディスカッション「生活困窮者支援の連携を考える」
　　　（コーディネーター）　埼玉弁護士会　弁護士　猪股正
　　　（パネリスト）
　　　　　岩垣穂大　（所沢市社会福祉協議会）
　　　　　藤田孝典　（NPO法人ホットプラス代表）
　　　　　埼玉県内自治体・生活困窮者支援担当職員（予定）
　　　　　永田信雄　（埼玉労福協・フードバンク埼玉）
■質疑応答

＊チラシのダウンロード→　こちら

主催：一般社団法人　多文化リソースセンターやまなし
共催：一般社団法人　社会的包摂サポートセンター

https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/pdf/saitama.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/74228
https://saitamasogo.jp/archives/74228
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/10/ff6b72d0c001cda01f7e7a425c02dbf8.pdf


※この事業は一般社団法人社会的包摂サポートセンターが、厚生労働省の補助事業として実施しています。

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/10/6400412b48e069e5b4991ab9bc82d5ba.png


#パワハラ禁止法を作ろう　キャンペーンにご賛同ください！
（発信者：日本労働弁護団）

http://ur0.work/Mu9I
上記リンク先から、ネット署名にご協力ください！！

 

～日本には、パワハラを禁止する法律が一つもありません。
パワハラ行為を禁止し、企業に対策を義務付ける法律を作ってください

 

◆パワハラは深刻な社会問題

都道府県労働局の総合労働相談に寄せられる内容は、「いじめ・嫌がらせ」が６年連続トップです。企業のみではなく、大学、銀行、スポー
ツ界、芸能界･･･連日のように「パワハラ」問題が相次いでいます。

◆パワハラ規制が全くない日本

これだけパワハラが問題になっているにもかかわらず、日本には、パワハラを禁止したり、企業に対して防止措置を義務付けたりする法律

https://saitamasogo.jp/archives/74222
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/10/3e8ecc032c024d0d8815d30914f54233_s-e1539650107479.jpg
http://roudou-bengodan.org/
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/10/3e8ecc032c024d0d8815d30914f54233_s-e1539650107479.jpg
http://ur0.work/Mu9I


が一つもありません。

◆拘束力のないガイドラインで済ませようとする経営者たち

本年9月から、厚生労働省の労働政策審議会でパワハラ対策の議論が始まりました。

ところが、経営者側は、パワハラの法整備はせず「ガイドライン」をつくって企業に自主的な対策を求めるのが現実的だと主張して、法整
備に反対しています。

法的拘束力のないガイドラインでは、何の強制力もなく、増え続けるパワハラを食い止めることはできません。

◆世界の流れに取り残されていいのか

日本も加盟するILO（国際労働機関）が実施した80カ国調査では、「職場の暴力やハラスメント」について規制を行っている国は60
カ国ありますが、日本は規制がない国とされています。

ILOは来年の総会で、セクハラ、パワハラ、マタハラだけでなくあらゆる形態のハラスメントを含む「仕事の世界における暴力とハラス
メント」を禁止する条約を採択する予定です。

世界各国がハラスメントのより厳しい規制へと動く中、日本だけが取り残されてよいのでしょうか。

◆今こそ、パワハラを禁止する「法律」を作ろう

社会からパワハラをなくすためには、パワハラが許されない行為であることを法律で示し、企業に防止対策を義務付けることが不可欠です。

私たちは、①パワハラが禁止される行為であること、②企業はパワハラ対策の措置義務を負うこと、を明記した法律の制定を求めます！

 

日本労働弁護団
幹事長　棗　一郎
事務局長　岡田　俊宏

職場のいじめ・嫌がらせ防止法の立法提言は－こちら－（日本労働弁護団HP）

http://roudou-bengodan.org/proposal/%E8%81%B7%E5%A0%B4%E3%81%AE%E3%81%84%E3%81%98%E3%82%81%E3%83%BB%E5%AB%8C%E3%81%8C%E3%82%89%E3%81%9B%E9%98%B2%E6%AD%A2%E6%B3%95%E3%81%AE%E7%AB%8B%E6%B3%95%E6%8F%90%E8%A8%80%E7%AC%AC1%E6%AC%A1%E8%A9%A6/


10/9-10 全国一斉生活保護基準引下げホットライン
　統一番号：０１２０－４５３５６７（ほごさげるな）　相談無料
　日時：２０１８年１０月９日（火）・１０月１０日（水）午前１０時～午後８時
　弁護士、司法書士等が、相談に対応します。今回生活保護基準の引下げ、審査請求の手続、その他、お困りのことなど、お気軽にご相談
ください。

１　趣旨
　既に報道されているとおり、2018年10月より、生活保護基準が３年かけて160億円（平均１．8％、最大5％）引き下げられま
した。
　しかし、生活保護基準は、いわゆるナショナルミニマムとして国民生活のあらゆる基準と連動しており、その引き下げは多方面に甚大な
影響を及ぼすことが必至です。
　2013年からの史上最大の生活扶助基準引き下げ（６７０億円、平均６．５％、最大１０％）に対して１０００人を越す原告が全国
２９都道府県にて違憲訴訟（いのちのとりで裁判）を闘っている最中のさらなる引き下げを容認することは決して出来ません。
　2013年引き下げに対して取り組まれた１万件審査請求運動は、わずか２ヶ月強で目標を達成し、３年間で３万件近い審査請求が提起
されました。
そこで、私たちは、今回も前回以上の怒りを示すためにも、再び「1万人審査請求運動」に取り組むことにいたしました。

２　生活保護基準引き下げNO！全国一斉ホットラインの内容
　　①　日時：１０月９日（火）・１０日（水）午前１０時～午後８時
　　②　フリーダイヤル統一番号：０１２０－４５３５６７

https://saitamasogo.jp/archives/74202
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10/23　スウェーデン学習会Part3（講師：両角達平さ
ん）
反貧困ネットワーク埼玉講演会2018
「若者が活躍するスウェーデン社会～若者参加を支える思想と政策」
講師：両角達平さん（文教大学研究員、駒澤大学非常勤講師）
プロフィールは→　こちら

◆日時　10月23日（火）18:30～
◆場所　埼玉総合法律事務所　3階大会議室
JR「浦和駅」西口より徒歩約10分
アクセス→https://saitamasogo.jp/access
事前予約不要・参加費無料

スウェーデンの若者の投票率80％以上（日本は30％台）。スウェーデンでは，若者政策の目標や理念を定め，青年期それ自体に価値を
認め，若者の多様性や影響力，若者が民主主義と社会連帯の担い手となることが重視されています。教育の場では，民主主義の基本的価値
が子どもたちに教えられ，学校選挙，余暇活動施設などを通じて民主主義を若年段階から体感する仕組があります。こうして育まれた民主
主義と連帯が福祉国家の基盤となっています。
ストックホルム大学で学び、スウェーデンの多数の団体の訪問調査を重ねられた両角達平さんに、スウェーデンの若者政策について、お話
いただきます。

なお、当日は講演会のあとに同じ会場で反貧困ネットワーク埼玉の10月定例会を開催いたします。当団体での活動に興味ある方はこちら
も参加することは可能ですのでご検討くださいませ。
当日の進行予定

◆18:30～19:30　講演会
◆19:30～20:00　質疑応答
◆20:10頃～　定例会

https://saitamasogo.jp/archives/74181
https://saitamasogo.jp/archives/74181
https://tatsumarutimes.com/profile/page-167
https://saitamasogo.jp/access
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